
々保反発 0223 第 3~ま

平成23年� 2月� 23S

地方厚 生 (文)局医療謀長、

都道府系民主主主管部〈局)

国民健康保検主管霊祭(部)長 澱

都道府系後期高齢お震療主管邸(潟〉 / 

後期高齢者医療全管線〈警告)長

注射潟プロスタンデ不ン20の事会起降客の診断への使潟について

注射用ブロスクンディン2むについては、本日� k 薬事法(昭和三十五年法律第苦言回十五

号)第十邸、条第九項に義づき、承認事項のー普賢変更詩史認がなされ、「勃起F殺害の診続j 

iこ係る効能� L効果の追加が行われたところです正

上記変質に伴う木製郊の保険適用上の留意率壊は下記のどおりですのでイ素管下の保

険医療機関、審査支払機綴等iζ対して周知徹底なお綴いい?とします。

記� 

① 今般添加溢れた木製剤の効能及び効果は� f勃起燈警の診断j である。� 

@ 木製剤の警告において(本剤投与により勃怒の延長又は持続勃起症、不議室版、一

過性の低血圧等が喜善現することがあるので、本労U~と用いた勃起障害警の診断は、動怒
湾審の診断及び治療に精透し、ヌド剤投与持の議IJ作用への対処が可穏な医釘が� 繁念n

特の対応が可能な状況で行ちとと。j と記殺されているので、使用iこ当たっては十

，分留意すること
 

③ 	 なお、本製剤を勃起障害め診断に用いる場合の手技料は、� GOOO 皮肉、皮下及び

筋肉内注射にで算定する。自
 


